
令和７年度より実施されている多子世帯支援拡充に伴う「多子世帯支援」の申請を希望する人は、４月６日

（月）以降に「日本工大サポータル」で配信される「在学採用説明動画」を視聴し、給付奨学金の申込みが必要

です。 （予約採用で給付奨学生の採用候補となっている場合は、申込みの必要ありません。） 

日本学生支援機構（JASSO）奨学金  

入学後に奨学金の申込みをする人の手続について 
（または既に採用候補者で追加申込みをする人） 

 

日本学生支援機構（JASSO）の奨学金は、大学入学後や在学中（留年者と在留資格「留学」の方は申請不可）に申

込みをすることができます。申込みを希望される方は、奨学金の申込資格や採用基準、支給・貸与月額について下

記のＱＲコード（日本学生支援機構サイト）で必ず確認してから以下に記載の申込方法に進んでください。 

（奨学金制度や申請方法についての詳しい内容は、サポータルに掲載します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

【よくある問い合わせ】※詳細は、上記ＱＲコードでご確認ください。 
 

 奨学金には、採用の基準として「成績」と「家計」があります。また、給付奨学金では、これらに加えて本人や

家族の「資産」も基準となります。給付奨学金の支援区分や第一種奨学金の最高月額を利用できるかどうか、ま

たそもそも奨学金を利用できるかどうかは、日本学生支援機構が家計基準などをもとに判断します。 

 外国籍の学生で、在留資格が「家族滞在」の場合には、日本の小学校から高校までを卒業し、大学等の卒業後も

日本で就労して定着する意思があるなどの要件があります。 

（*特別永住者、永住者、定住者、日本人・永住者の配偶者等の在留資格有する者は、申込可能。） 

 修業年限で卒業が出来ないことが確定した場合、翌年以降の奨学金は、以下の通りです。 

給付奨学金：「廃止」となり、一切の支援がなくなります。                                      

（学業成績等が著しく不良の場合、年度末に支給済みの奨学金と減免された授業料の返還が必要となります。） 

貸与奨学金：「廃止」もしくは「停止」となります。 

（停止となった場合、１年以内に学業成績が回復した場合には、「復活」できることがあります。） 

※進学資金シミュレーターで「採用」と判断されても、実際の審査で「不採用」となることがあります。 
 

 

 

 

 

 

 

【申込方法】 

申請を希望する人は、日本工大サポータルに４月６日（月）以降に掲載する「在学採用説明動

画」を視聴し、申込手続をしてください。（手続の詳細は、日本工大サポータルに掲載します） 

 （上記ＱＲコードから申込条件等を必ず確認をしてください。） 
 

採用基準となる「家計」については、進学資金

シミュレーターでご確認ください。 

奨学金の申込資格や採用基準、支給・貸与月額

についてはこちらをご確認ください。 

令和 7 年度より実施された「多子世帯支援」については、 

右記のＱＲコードからご確認ください。 

在学採用 


